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議
会
だ
よ
り

あ
さ
ひ
む
ら

緊張の入学式に向かう新入生と家族のみなさんを取材。
色とりどりのランドセルの中には、これから始まる新生活への期待と不安がいっぱい
詰まっていることでしょう。
朝日小学校で過ごす６年間、たくさんのことに出会い『好き・やってみたい！』の花を
咲かせてほしい。みんなが楽しみにしているおいしい給食をたくさんたべて健やかに、
元気に育つことを願って…

『好き・やってみたい！』の花
　　　　　　　 たくさん咲かせてね



3月
定例会
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〇委員　　　　　　　　〇補充員
矢野下敬司氏　　　　　藤森　勝氏
高橋　良二氏　　　　　清沢　潤子氏
清澤　末季氏　　　　　清澤　睦子氏
平野　圭二氏　　　　　宮田　久乃氏

選挙管理委員・補充員選挙
任期満了に伴う選挙。（指名推薦）

【任期】
令和 7年３月 27日～令和 11年 3月 26日まで

3月定例会が 3月 4日（火）から 14日（金）までの 11日間開催された。
初日、小林村長は令和 7年度の所信と施政方針の中で、任期が折り返しとなる新年

度を迎えるにあたり、2年間の振り返りと今後 2年間の抱負を述べた。
今議会では令和 7年度当初予算案を含め次の議案が提出され全議案を原案どおり可決した。
当初予算は、中組西住宅団地造成のための土地開発公社への貸付金 1億 5,800 万円・公的賃貸住宅整備

事業（1棟 5戸）2億 5,150 万円・小学校長寿命化事業（給食棟等工事）2億 5,143 万円等大型事業があ
り過去最高の予算規模となった。

●条例 15件…………施設使用料等の変更に伴う関係条例の整理に関する条例
朝日村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例ほか

●予算14件…………令和6年度補正予算1億 6,010万円を減額し、41億 5,910万円とするもの
（決算見込精査による減額、防災用備品購入費、戸籍システム改修業務委託等）
令和 7年度当初予算一般会計予算 43億 1,000 万円
（前年度比 14.8%の増）

●認定 1件… ………村道路線の認定について
●その他 3件… ……指定管理者の指定 2件、工事請負変更契約の締結について
●発議 1件… ………持続可能な学校の実現をめざす意見書　　
●同意 1件… ………教育長任命同意
●陳情5件採択………業務報酬基準の準拠と業務内容の明確化について陳情書ほか

「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める陳情書

診療所建設・賃貸住宅整備・小学校給食棟改修等診療所建設・賃貸住宅整備・小学校給食棟改修等

過去最高の大型予算過去最高の大型予算43億1,000万円43億1,000万円

当初予算
全員協議会質疑

令
和
7
年
度
予
算
の

重
点
テ
ー
マ

●
医
療
体
制
の
維
持

●
人
口
確
保
対
策

●
公
共
施
設
老
朽
対
策

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
G
X
）

推
進

問　

地
方
債
で
は
な
く
、基
金
の
活
用
は

で
き
な
い
か
。

答　
地
方
債
を
活
用
す
る
の
は
住
民
負
担

の
世
代
間
の
公
平
の
た
め
、ま
た
地
方
交
付

税
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
。

問　
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
水
利
台
帳
を
整
備
し
水
利
の
確
認
が

で
き
る
。ま
た
消
防
団
員
は
ア
プ
リ
で
出

動
命
令
確
認
や
出
動
報
告
が
で
き
る
。

問　
移
住
定
住
の
取
組
み
は
。

答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
含
め
、移
住

フ
ェ
ア
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。今
後
Ｒ
６
年

度
に
作
成
し
た
移
住
ガ
イ
ド
を
活
用
す
る
。

問　
７
年
度
の
進
め
方
は
。

答　

西
洗
馬
方
面
の
樹
種
転
換
を
検
討

し
、ド
ロ
ー
ン
で
の
高
精
度
の
画
像
解
析

を
活
用
し
、伐
倒
く
ん
蒸
処
理
も
進
め
る
。

地
方
債
の
見
込
み
に
つ
い
て

消
防
団
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
2
4
0
万
円

移
住
定
住
促
進
事
業
2
0
4
1
万
円

松
く
い
虫
防
除
対
策
３
３
８
２
万
円

教育長　百瀬　司郎氏（再任）
【任期】
令和 7年 4月 1日～令和 10年 3月 31日まで

人事案件（教育長任命に同意）

令和7年度
一般会計

3/4〜14



臨時会
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　最終日には議案第 36号令和７年度一般会計予算について豊田惠美子議員から質疑があった。
質　　問　経済活動が活性化していた時期と同じような大型投資をし、必要時に必要な予算執行ができない

のではないかと不安。景観維持や防護柵管理等村の予算で対応しなければならない時期が来るの
ではないか。また教育人材等、人材への投資は今後どう考えるか。

小林村長　財政計画により 10年先を見ながら財政運営をしていく。防護柵等の検討はしていく。必要な人
材は確保し費用を投じていく。

　1月15日(水)に第1回臨時会が2月18日(火)に第2回臨時会が招集され、上程された
すべての議案を原案どおり可決した。

【第1回臨時会】
●条例3件………… 人事院勧告に準じた議会議員・特別職、一般職の職員の給与改定
	 により、関連した条例改正。

朝日村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例等
●予算4件………… 一般会計補正予算（第7号）6,900万円追加
	 条例改正に伴う、報酬・給与等ほか
●財産の取得……… 公営住宅建物1棟2戸

【第2回臨時会】
●予算…………… 一般会計補正予算（第8号）
	 重点支援地方交付金（令和6年度低所得世帯支援枠）997万円。
	 住民税非課税世帯への3万円/世帯給付、及び子ども加算2万円/人

一般会計当初予算についての質疑一般会計当初予算についての質疑

１
月
15
日

◦
賃
貸
型
集
合
住
宅
整
備
事
業
の
進
捗

基
本
設
計
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ
い
て
説
明
。

◦
か
た
く
り
の
里
指
定
管
理

指
定
管
理
者
募
集
要
領
等
に
つ
い
て
の

説
明
。

◦
各
種
計
画

総
合
計
画
・
地
域
き
ず
な
計
画
・
第
３

次
教
育
大
綱
・
子
ど
も
計
画
・
中
央
公

民
館
周
辺
施
設
再
編
計
画

２
月
18
日

◦
新
し
い
地
方
経
済・生
活
環
境
創
成
交

付
金（
地
域
防
災
緊
急
整
備
）

Ｒ
６
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
交

付
金
。避
難
所
で
使
用
す
る
防
災
備
品

整
備
の
説
明
。

◦
朝
日
村
消
防
団
ビ
ジ
ョ
ン

消
防
団
が
策
定
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
的
、

内
容
等
の
説
明
。

◦
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
報
告
。

◦
朝
日
村
診
療
所
の
進
捗

土
地
取
得
や
設
計
等
を
進
め
て
い
る
と

報
告
。

◦
大
尾
沢
浄
水
場
建
設
事
業

工
事
変
更
に
つ
い
て（
増
額
・
工
期
延
長
）

説
明
。

◦
小
学
校
給
食
棟
工
事
に
伴
う
給
食
対
応

次
年
度
の
給
食
棟
工
事
に
よ
る
給
食
対

応
の
説
明
。

３
月
８
日
（
議
員
の
み
）

３
月
14
日

◦
選
挙
管
理
委
員・補
充
員
選
挙

３
月
定
例
会
最
終
日
の
選
挙
に
つ
い
て
の

調
整
。

◦
朝
日
村
人
材
育
成
基
本
方
針

職
員
の
人
材
育
成・確
保
に
つ
い
て
の
方

針
を
説
明
。

◦
各
種
計
画

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
・
国
土
強
靭

化
計
画
・
地
域
き
ず
な
計
画（
最
終
案
）

◦
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◦
民
生
児
童
委
員
改
選
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
改
選
。

全員
協議会

1/15・2/18
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社会文教委員会報告　陳情等審査社会文教委員会報告　陳情等審査
3月7日（金）に開催した本委員会に付託された陳情は、長野県教職員組合松塩筑支部から提出された

「持続可能な学校の実現をめざす意見書」の採択を求める陳情書1件でした。
陳情理由は、現在、学校現場は教員希望者の減少、病気休職者や早期退職者の増加により深刻な教員不

足となっており、子どもたちの学びに支障を及ぼしています。中央教育審議会の「審議のまとめ」をふまえ
た、教師の処遇改善、学校での働き方の改革を行っているところではあるが、具体的な業務削減、教員定数
改善、長時間労働の是正など改革が進んでいない状況がある。更なる学校の働き方改革推進のため、意見書
を政府及び関係行政官庁あてに提出して欲しいとの内容でした。
委員会では、先生方の長時間労働が社会問題化していること、深刻な教員不足が子どもたちの学びに大き

な支障が出ていることは身近でも感じていることであり、この陳情の趣旨は十分に理解できることから、全
会一致で「採択すべきもの」としました。　　　　　　　　　　　　　　　　社会文教委員長　中村　文映

総務産業委員会報告　陳情審査総務産業委員会報告　陳情審査
委員会は３月７日（金）に開催し、陳情第１号「業務報酬基準の準拠と業務内容の明確化についての陳

情書」、陳情第２号「価格による入札方式における最低制限価格等の引上げと入札方式に偏らない方式に
おける適正価格の設定についての陳情書」、陳情第３号「建築士事務所賠償保険への加入についての陳情
書」、陳情第４号「2000年基準前の新耐震基準で建てられた木造住宅を加えた耐震化助成制度の創設・拡
充についての陳情書」の４件について慎重に審議しました。
最低制限価格の設定により、建築士の労働環境を守ること。今まで以上に住民が活用しやすい助成制度

の拡充を望むことから、いずれの陳情も採択すべきものとしました。
定例会最終日に、村当局へ陳情の趣旨を賢察の上、検討いただけるよう要望を行いました。

総務産業委員長　齊藤　正法

議会運営委員会報告　議員と語ろう会・モニター会議開催議会運営委員会報告　議員と語ろう会・モニター会議開催
2月15日（土）17時から18時30分まで「議員と語ろう会」を開催、村民5名の参加をいただき2グルー

プに分かれて、有意義な懇談会が開催できました。（詳しくはP11をご覧ください）
2月18日（火）19時から議会モニター会議を開催、参加モニター1名でしたが12月と3月の議会定例会

と議会だよりへのアドバイスをいただきました。
議会運営委員長　清沢　正毅

任期折返しとなりました

残り２年間、住民の代表と
してより一層尽力してまい
ります。

『議員と語ろう会』での意見 全議員で熟議『議員と語ろう会』での意見 全議員で熟議

4月2日（水）全議員で「積極的な意見交換と共有」を目的に、
「議員と語ろう会」で村民の皆さんからいただいた意見について意見
交換を行った。
結論を出さず、言いっ放しの自由な発言で、議員同士が互いの意見

を学び、共有する機会とした。
①人口対策と朝日村の魅力発信
村の人口目標3100人を議員がどう伝えていくか。住民福祉政策が
着実に実施されることで村の良さが発信されていく。空き家対策は
最重要課題ほか、多様な意見を共有した。

②区未加入問題
定例会での一般質問に対し、村は住民と共に地区の在り方を検討する
と回答。地区で様々な工夫、交流がもたれている等情報交換した。

（豊田惠美子）



清沢正毅　議員（5頁）
1 村政２期目の折返し期における小林村長の政治姿勢
清沢敬子　議員（6頁）
1「人・自然・産業が輝き、夢・希望・笑顔あふれる朝
日村」めざす村の姿をどう作る？

2 防犯対策について
齊藤正法　議員（6頁）
1 朝日村消防団ビジョンについて
中村文映　議員（7頁）
1「個別最適な学び」の実現にむけて
2 協働のむらづくりと地区組織について
羽多野美映　議員（7頁）
1 学び・仕事・住まいを支える村の支援策について
2 村長公約を踏まえた保育支援の方向性について
3 冬季における消火用水の確保と対応について

豊田惠美子　議員（8頁）
1 朝日村の水資源について
2 消防団の現状と課題について
清澤あゆみ　議員（8頁）
1 子どもも大人も学び続ける村を目指して～教育長
６年間の成果と課題は？～

古池美佐江　議員（9頁）
1 地区自治会について
小林弘之　議員（9頁）
1 越川副村長就任後のミッションの達成状況と課題、
今後の取組みについて

2 高齢者の福祉・介護サービスについて

あさひむら議会だより5

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 15 項目ここが聞きたい　9議員 15 項目

問　
融
和
集
会
が
21
回
開
催
さ
れ
村
長
は

村
民
と
色
々
な
事
が
共
有
で
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
政
運
営
上
何
か

役
立
つ
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
? 

村
長　
村
民
か
ら
は
聞
き
た
い
こ
と
が
聞

け
る
、
知
り
た
い
こ
と
が
知
れ
る
と
評
価

い
た
だ
い
て
い
る
。
成
果
と
し
て
代
表
的

な
も
の
は
、
移
動
販
売
車
の
実
現
、
道
路

の
安
全
に
か
か
わ
る
支
障
木
の
早
期
撤
去

な
ど
が
あ
る
。

問　
融
和
集
会
の
後
半
は
趣
向
を
変
え
て

開
催
と
の
事
だ
が
、
ど
ん
な
形
で
取
組
む

の
か
?

村
長　
地
区
に
出
向
い
た
方
が
大
な
り
小

な
り
い
ろ
ん
な
意
見
が
聞
け
る
。
後
半
は

役
場
で
は
行
わ
ず
地
区
に
出
向
い
た
出
前

村
政
的
な
融
和
集
会
に
取
組
み
た
い
。

問　
村
内
で
常
会
組
織
を
解
散
し
た
地
区

が
あ
る
。
地
区
未
加
入
問
題
や
今
後
の
地

区
活
動
の
あ
り
方
な
ど
は
、
長
年
大
き
な

課
題
で
い
つ
も
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
課
題
に
対
し
副
村
長
を
長
と
し

て
行
政
内
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
「
あ
る

べ
き
姿
」
を
追
求
す
べ
き
と
考
え
る
が
村

長
の
考
え
は
?

村
長　
地
区
組
織
は
大
災
害
時
に
近
隣
が

連
携
を
保
ち
命
を
守
る
組
織
と
し
て
大
変

重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
を
基
盤
に

次
世
代
を
担
う
若
者
に
も
加
わ
っ
て
も
ら

い
、
研
究
会
を
立
ち
上
げ
あ
る
べ
き
姿
を

追
求
し
た
い
。

答 

困
難
な
課
題
に
対
し
て
も
積
み
残
し
せ
ず
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
行
く

二
期
目
折
返
し
を
迎
え
て
の

村
長
の
政
治
姿
勢

清沢正毅 議員

21回開催されている「融和集会」

◀こちらから
　動画でご覧
　いただけます。
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問　
希
望
を
持
ち
幸
せ
を
感
じ
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
は
?

村
長　
一
番
の
課
題
、
そ
の
家
族
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
は
や
は
り
働
き
口
が
必

要
。
松
本
・
塩
尻
だ
け
で
は
な
く
、
村
内

に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
村
内
企
業

か
ら
工
場
を
倍
に
し
た
い
。
70
人
の
雇
用

を
考
え
て
い
る
。
と
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
働
き
手
が
少
な
い
時
代
だ
が
、
村
と

し
て
就
業
に
関
し
協
力
し
て
い
く
と
し

た
。

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
れ
が
生
じ

て
い
る
の
で
は
?

村
長　
地
域
的
な
課
題
と
し
て
、
人
口
減

少
が
原
因
と
捉
え
て
い
る
。
新
興
住
宅
地

は
子
育
て
が
終
わ
る
と
高
齢
化
が
進
み
全

国
的
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　
住
民
と
の
意
見
交
換
や
情
報
公
開
の

透
明
性
を
高
め
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

方
策
は
?

村
長　
入
三
分
館
の
休
止
、
第
三
分
団
の

廃
止
な
ど
活
動
は
休
止
し
て
い
る
が
、
決

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
れ
て
い
な
い
。

御
道
開
渡
地
区
で
融
和
集
会
を
開
い
た
と

こ
ろ
、
と
て
も
参
加
率
が
良
く
て
、
結
束

力
が
高
く
「
こ
の
地
域
を
何
と
か
し
て
い

こ
う
!
」
と
い
う
力
強
さ
を
感
じ
て
い

る
。
な
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て

「
融
和
集
会
」
や
「
出
前
村
政
」
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。
解
散
し
た
い
地
区
で
は
、

「
も
う
少
し
早
く
話
し
合
い
が
で
き
れ
ば

よ
か
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、

実
際
の
業
務
と
し
て
各
地
区
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
、
未
然
に
話

し
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
務
課
長　
消
防
団
の
抱
え
る
課
題
を
明

示
化
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
明
確
に

し
た
。
消
防
団
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
、
策

定
後
は
村
H
P
に
公
開
し
広
く
周
知
す

る
。

問　
5
年
間
で
達
成
す
べ
き
目
標
は
?

総
務
課
長　
消
防
団
の
定
員
充
足
率
を
、

現
在
の
79
%
か
ら
90
%
に
引
き
上
げ
る
。

団
員
数
の
減
少
、
団
員
確
保
が
困
難
な
事

が
最
重
要
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
毎
年
、

実
施
内
容
を
精
査
し
、
評
価
は
住
民
へ
公

表
す
る
。

問　
団
員
確
保
の
負
担
軽
減
は
?

総
務
課
長　
新
入
団
員
数
は
令
和
4
年
3

名
、
令
和
5
年
3
名
、
令
和
6
年
6
人
と

な
っ
て
い
る
。
機
能
別
団
員
の
定
員
上
限

を
撤
廃
し
、
機
能
別
団
員
を
増
大
す
る
方

針
。
消
防
団
の
現
状
を
理
解
し
て
頂
き
、

区
・
地
区
で
地
域
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

問　
行
政
と
し
て
の
関
わ
り
は
?

総
務
課
長　
第
6
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て

策
定
さ
れ
て
お
り
、
消
防
団
と
の
連
携
は

不
可
欠
と
考
え
、
予
算
措
置
や
例
規
の
見

直
し
に
積
極
的
に
対
応
し
て
行
き
た
い
。

村
長　
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
と
課

題
が
見
え
な
い
た
め
、
ま
ず
は
消
防
団
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
や
っ
て
み
る
。
ま
た
、

消
防
団
が
作
っ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
財
政
や
企
画
的
に
も
一
緒

に
や
っ
て
い
き
、
粘
り
強
く
広
報
活
動
を

行
う
。

住
み
続
け
た
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

朝
日
村
に

答 

総
合
計
画
に
沿
い
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
で
住
み
や
す
い
村
が
で
き
る

清沢敬子 議員

朝
日
村
消
防
団
ビ
ジ
ョ
ン
の

目
的
は
？

答 

持
続
可
能
な
消
防
団
の
育
成
と
消
防
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る

齊藤正法 議員
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問　
教
育
長
が
最
善
と
考
え
る
ク
ラ
ス
の

人
数
は
。

教
育
長　
個
人
的
な
見
解
だ
が
一
人
ひ
と

り
に
目
が
届
く
の
は
25
人
か
ら
30
人
だ

が
、
諸
事
情
が
あ
り
踏
み
切
れ
な
い
の
が

現
状
だ
。

問　
少
人
数
学
級
実
現
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
で
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
検
討
は
し
て
い
る
が
国
や
県
の

基
準
が
あ
り
、
更
に
教
員
不
足
も
あ
り
難

し
い
。

問　
村
長
は
少
人
数
学
級
実
現
を
公
約
に

し
ま
せ
ん
か
。

村
長　
教
員
採
用
や
財
政
負
担
も
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
行
政
の
テ
ー
マ
と
し
て
研

究
し
て
い
く
。

村
政
運
営
上「
地
区
」は
必
要
か
？

企
画
財
政
課
長　
住
民
協
働
を
行
政
と
と

も
に
一
緒
に
や
っ
て
い
く
た
め
、
絶
対
必

要
だ
。
今
は
住
民
と
行
政
に
距
離
が
あ

る
。
今
後
は
距
離
を
縮
め
住
民
協
働
を
進

め
て
行
き
た
い
。

問　
地
区
が
無
く
な
っ
て
困
る
の
は
行
政

で
は
な
い
か
。

村
長　
S
N
S
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無

か
っ
た
時
代
は
、
地
区
が
住
民
に
大
事
な

情
報
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
必
要
だ
っ
た

が
、
現
在
は
L
I
N
E
や
メ
ー
ル
等
5
つ

の
情
報
伝
達
手
段
が
あ
る
。
今
大
切
な
の

は
、
万
が
一
大
地
震
や
大
災
害
が
起
き
た

時
ス
ム
ー
ズ
に
住
民
の
安
心
安
全
を
確
認

で
き
る
か
だ
。

問　
一
般
的
な
火
災
に
対
し
、
村
内
消
火

栓
は
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

総
務
課
長　
平
均
的
な
住
宅
1
5
0
平
米

あ
た
り
の
必
要
消
火
水
量
は
毎
分
7
5
0

〜
1
5
0
0
ℓ
。
村
内
消
火
栓
一
基
当
た

り
許
容
放
水
量
は
最
大
3
5
0
0
ℓ
。
村

内
配
置
消
火
栓
は
2
4
4
基
、
消
火
栓
が

不
足
す
る
地
域
を
賄
う
た
め
に
貯
水
槽
97

基
。
消
火
栓
の
基
準
範
囲
半
径
2
5
0
m

あ
た
り
に
一
基
と
い
う
基
準
で
村
内
は
半

径
1
4
0
m
に
一
基
配
置
さ
れ
、
基
準
以

上
の
配
置
が
で
き
て
い
る
。

 

奨
学
金
返
還
補
助
制
度
、若
者
の
暮
ら

し
を
支
え
る
制
度
へ

問　
令
和
4
年
に
行
っ
た
質
問
、
以
後
の

進
捗
は
?

企
画
財
政
課
長　
検
討
し
て
こ
な
か
っ

た
。

問　
若
者
を
中
心
と
し
た
施
策
と
し
て
検

討
す
べ
き
で
は

企
画
財
政
課
長　
ど
う
い
う
も
の
が
あ
れ

ば
若
者
が
帰
っ
て
く
る
か
、
整
理
し
て
政

策
に
結
び
付
け
た
い
。
子
育
て
、
住
宅
な

ど
、
様
々
な
も
の
を
総
合
的
に
整
え
、
目

が
向
く
施
策
と
し
て
各
課
連
携
し
て
検
討

を
進
め
た
い
。

保
育
園
施
策
、村
長
公
約
と
し
て
ど
う

進
め
る
か
?

問　
2
歳
児
無
償
化
手
ご
た
え
は
?

保
育
園
長　
手
ご
た
え
と
効
果
を
感
じ
て

い
る
が
、
0
〜
1
歳
児
の
無
償
化
の
見
通

し
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
慎
重
に
検
討
す

る
段
階
に
あ
る
。
代
わ
り
に
な
る
施
策
も

検
討
に
時
間
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

一
ク
ラ
ス
20
人
〜
30
人
の

少
人
数
学
級
の
実
現
を
！

答 

県
や
国
の
基
準
、村
の
財
政
、先
生
不
足
も
あ
り
現
状
で
は
難
し
い

中村文映 議員

火
災
時
の

村
内
消
火
水
利
は
充
分
か

答 

基
準
以
上
の
間
隔
で
消
火
栓
配
置
が
行
わ
れ
、水
利
確
保
で
き
て
い
る

羽多野美映 議員
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問　
小
水
力
発
電
事
業
の
着
工
は
な
い

か
。

村
長　
今
年
一
月
、
事
業
者
か
ら
の
文
書

で
、
着
工
は
一
旦
休
止
と
な
っ
た
。
が
、

小
水
力
に
つ
い
て
は
検
討
を
続
け
た
い
。

問　
野
俣
沢
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
、
鎖
川
の

景
観
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
村
の

条
例
で
抑
制
区
域
に
す
る
予
定
は
あ
る

か
。

建
設
環
境
課
長　
こ
こ
は
、
条
例
の
抑
制

区
域
と
同
じ
効
果
で
法
令
に
よ
り
保
護
さ

れ
て
い
る
。

問　
村
の
水
資
源
は
大
丈
夫
か
。

建
設
環
境
課
長　
大
尾
沢
水
源
地
取
水
量

見
通
し
等
か
ら
、
西
洗
馬
付
近
で
調
査
し

て
い
る
水
源
は
、
水
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
機
能
さ
せ
る
予
定
だ
。

問　
村
の
水
源
、
大
尾
沢
水
源
地
は
民
有

地
だ
が
、
今
後
村
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

村
長　
村
有
地
へ
の
、お
願
い
の
交
渉
を

続
け
る
。村
有
地
に
す
る
こ
と
は
大
事
だ
。

問　
水
道
水
は
安
全
か
。
ピ
ー
フ
ァ
ス
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
ど
う
か
。

建
設
環
境
課
長　
ピ
ー
フ
ァ
ス
は
検
査
の

結
果
大
丈
夫
だ
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
大
尾
沢
浄
水
場
で
除
外
で
き
て
い

る
。

問　
食
肉
公
社
を
誘
致
し
て
、
地
下
水
量

は
、
何
十
年
と
保
障
で
き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
公
社
が
責
任
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。

問　
特
に
力
を
入
れ
た
施
策
は
?

教
育
長　
小
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化・

高
校
生
の
通
学
支
援
補
助・2
歳
児
の
保

育
料
無
償
化
。　

学
び
の
場
を
広
げ
る
た
め
の
中
学
生
の
未

来
塾
、英
語
に
ふ
れ
る
環
境
づ
く
り
。

小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
立
ち

上
げ
。

問　
教
育
長
が
考
え
る
地
域
の
特
色
、自

然
環
境
を
生
か
し
た
教
育
方
針
は
?

教
育
長　
冬
季
の
ス
ケ
ー
ト
や
ス
キ
ー
は

も
と
よ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
体
験
・
学

習
を
す
す
め
て
い
く
。
そ
れ
に
は
村
民
の

み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
多
く
関
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
。
今
後
も
地
域
の
方
々

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も
主
体

の
教
育
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

問　
村
民
の
学
び
や
交
流
の
場
と
し
て
の

公
民
館
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
?

教
育
長　
体
育
祭
は
分
館
対
抗
型
か
ら
自

主
参
加
型
に
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
公

民
館
事
業
を
楽
し
む
村
民
の
み
な
さ
ん
の

姿
が
見
ら
れ
た
。や
は
り
公
民
館
事
業
は

必
要
と
考
え
る
が
、役
員
の
負
担
軽
減
等

は
か
り
な
が
ら
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ

た
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。中

学
生
の
部
活
動
地
域
移
行
を
控
え
、公
民

館
が
中
学
生
や
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
交
流
の

場
と
な
り
居
場
所
と
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

小
水
力
発
電
事
業
は

着
工
し
な
い
？

答 

小
水
力
発
電
は一旦
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
が
、
検
討
は
続
け
た
い

豊田惠美子 議員

教
育
長
６
年
間
の

成
果
と
課
題
は
？

答 

最
も
大
き
な
成
果
は
教
育
大
綱
を
策
定
し
た
こ
と

清澤あゆみ 議員

野俣沢キャンプ場

学びの場「未来塾」
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問　
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
地
区
が
三
月
を

も
っ
て
地
区
解
散
を
す
る
こ
と
を
未
だ
に

議
会
で
説
明
が
な
さ
れ
な
い
の
は
何
故

か
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
の
同
地
区
の
取
り

組
み
内
容
の
報
告
を
待
っ
て
お
り
、
ま
だ

回
答
が
な
い
た
め
説
明
を
控
え
て
い
る
。

問　
地
区
解
散
に
至
る
ま
で
に
は
、
新
興

住
宅
団
地
間
で
の
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
村

は
把
握
し
て
い
た
か
。

村
長　
十
数
年
前
か
ら
の
こ
と
で
、
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

問　
集
落
支
援
員
は
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
地

区
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
べ
き
だ
っ
た

と
思
う
が
、
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
支
援
員
が
把
握
し
て
い

た
か
は
不
明
。
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
に
報
告
は
届
い
て
い
な
い
。

問　
地
区
加
入
を
啓
発
す
る
活
動
を
し
て

る
か
。

総
務
課
長　
昨
年
度
か
ら
転
入
手
続
き
時

に
自
主
防
災
会
の
チ
ラ
シ
と
共
に
地
区
加

入
案
内
を
し
て
い
る
。
各
地
区
長
か
ら
新

規
加
入
と
脱
会
の
報
告
を
文
書
で
受
け
る

よ
う
に
し
、
現
在
で
は
地
区
加
入
数
を
把

握
し
て
い
る
。

問　
村
が
必
要
と
考
え
る
地
区
の
役
職
は

何
か
。

総
務
課
長　
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、

地
区
長
・
安
協
理
事
・
日
赤
奉
仕
団
の
三

つ
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　
令
和
7
年
に
は
高
齢
者
率
35
．
3
%

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
今
後
も
さ
ら
な
る

高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
特
に

介
護
予
防
の
推
進
や
高
齢
者
の
見
守
り
体

制
の
強
化
は
持
続
可
能
な
福
祉
施
策
と
し

て
重
要
な
課
題
。
取
組
み
の
成
果
と
課
題

は
。

住
民
福
祉
課
長　
毎
年
の
実
施
結
果
は
介

護
保
険
運
営
協
議
会
へ
報
告
し
翌
年
度
へ

の
事
業
の
取
組
み
を
見
直
す
事
も
あ
る

が
、
継
続
し
て
い
く
事
も
大
切
と
考
え
て

い
る
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
シ
ニ
ア
ラ
ン

チ
を
一
緒
に
開
催
し
た
こ
と
で
現
在
の
オ

レ
ン
ジ
ラ
ン
チ
の
取
組
み
へ
と
変
わ
り
毎

月
開
催
す
る
中
、
一
回
開
催
に
50
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
交
流
、
社
会
参
加
の
場

と
し
て
発
展
し
て
き
た
事
業
が
あ
る
。

問　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
世

帯
の
見
守
り
の
強
化
。

住
民
福
祉
課
長　
今
後
は
益
々
地
域
の
方

や
民
生
児
童
委
員
ま
た
長
野
県
で
取
組
ん

で
い
る
高
齢
者
等
の
地
域
見
守
り
活
動
へ

の
参
加
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
気
づ
き
と

警
察
や
消
防
署
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
市
町
村
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
捉
え
て
い
る
。

問　
2
0
2
5
年
問
題
は
?

村
長　
朝
日
村
も
加
入
し
て
い
る
松
塩
筑

木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
、
松
塩
安
筑
老

人
福
祉
施
設
組
合
が
あ
り
一
番
の
問
題
は

介
護
員
が
い
な
い
新
し
い
人
が
入
っ
て
こ

な
い
。
介
護
員
に
応
じ
て
施
設
側
入
居
者

が
絞
ら
れ
る
非
常
に
大
き
な
社
会
問
題
で

状
況
し
だ
い
検
討
し
て
い
く
。

自
治
会
加
入
率
は

ど
の
く
ら
い
か

答 

地
区
の
相
違
は
あ
る
が
全
村
で
は
81
．２
％
で
あ
る

古池美佐江 議員

高
齢
者
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
？

答 

一
番
の
問
題
は
介
護
員
の
不
足

小林弘之 議員

デイサービスセンター　かたくりの里



議会広報研修会議会広報研修会

東筑摩郡村議会議員交流会東筑摩郡村議会議員交流会

1/22

2/6

商工会役員商工会役員とと朝日村議会議員との懇談会朝日村議会議員との懇談会

あさひむら議会だより 10

1月22日に広報アドバイザーの金井茂樹氏により「伝わる議会報の企画と編集」
と題して研修会が行われた。議会だよりをより良くするための研修会である。読者
（村民）に何を伝えてどうなってもらいたいのか。村民のみなさんに理解・納得して
もらうには何をどのように伝えればいいのか。関心をもって手に取ってもらいやすく
するには、また読みやすく理解しやすい紙面にするにはどのように作り上げていけば
いいのか。議会報は聞きなれない言葉、難しい内容も多いため、編集・構成の仕方が
大事。配布された他市町村の議会だよりには、表紙の作り方をはじめ、文字の大き
さ、行間、スペースの使い方、色の使い方などが工夫されており、今後の議会だより
の作成に参考となる内容だった。

（清澤 あゆみ）

2月7日、商工会役員16名と、議員との懇談会が行われた。現在、会員数は104
名。新規加入に力を入れているが、30社ほどが未加入。
事業者の現状は、コロナ後、売上げは上がってきている。しかし、物価高騰、特

にガソリン価格の上昇、電気料金・ガス料金など光熱費の上昇により経費が重くのし
かかる。それに加え、人手不足に伴う人件費の上昇・賃上げ対応などで、利益が上が
らず、経営状況は厳しい状態が続いている。企業が持続可能な事業運営を行うために
は、コスト上昇分を適切に価格転嫁することは重要だが、難しいとのことだった。
商工会の皆様が、元気に活躍されていることが、朝日村の発展に繋がってい

る。朝日村大博覧会やボランティアなど日頃からの活動に感謝をし、後押しして
いきたい。

（清沢 敬子）

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加
し
て

　

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
諸

会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

2月6日、東筑摩郡村議会議員交流会が生
坂村で開催されました。
「身体を動かし心身ともにリフレッシュし

て交流を深めよう」という趣旨のもと、B&G
海洋センター体育館で軽スポーツを楽しみま
した。
指導者は松本山雅FCの小林洋介さん・上

田将太郞さんのお二人。タオルを使って身体
をほぐしながらボール運動へと移行。最後は

4チームに分かれ、2つのサッカーボールを
使ってのウォーキングサッカー。勝負がかか
ると走らないルールを忘れる場面も多々。
1ゲーム5分と短かったにもかかわらず、

長い!と感じ、日頃の運動不足も自覚したひ
とときでした。怪我しなくて良かった。

（古池美佐江）

2/7

準備体操

ウォーキングサッカーで交流

議員
活動報告



松本地域正副議長懇話会松本地域正副議長懇話会

あさひむら議会だより11

議会では「議員と語ろう会」を2月15日（土）に開催しまし
た。回覧板と一緒に地区長さんにお願いをして各戸にチラシを配
布させていただきましたが、残念ながら参加者は5名と少なめで
した。また、参加者全員が男性で女性の参加は無く、開催方法や
開催時間、テーマなども含めて今後のあり方の検討が必要だと感
じる会となりました。
しかし、参加者からは鋭い意見を沢山頂く。3年前に東京から

移住された方からは開口一番「議員の皆さん村の良さ、魅力をす
ぐ言えますか。私は言えますよ」と先制パンチを頂いた。おっと
そう来たか!個人的には村の魅力をSNSで結構な頻度で発信して
はいるが、ストレートに問われると頭の中が大渋滞、何をどう答
えたらいいのやら…何とも情けない。
人口減少対策でも素敵なキーワードを頂いた。それは『普通

に生活している人が家を持てる朝日村』松本や塩尻にも近い、ス
カイパークやアイシティ21、ツルヤにも近いのに地価が安い、
大きな魅力だと。なるほど、“ない”事ばかりに目が行きがちな
議員活動、大いに刺激を頂いた懇談会となりました。

（中村 文映）

「議員の皆さん、むらの良さを語って」

〜第 2回村民の皆さん「議員と語ろう会」報告〜

2月17日、松本市・塩尻市・安曇野市・東筑摩郡5村の正副議
長が集まり松本地域正副議長懇話会が塩尻市で行われた。この会
は、生活圏域の広域化に伴い、村議会議員が周辺市村の諸問題を
共有し、連携を高め、住民の負託に応えることを目的に毎年開催
されている。
地域の人口減少が進む中、塩尻市で地域の人材課題の解決に

取り組んでいる塩尻市のNPO法人MEGURU代表の横山暁一さ
んの講演も行われた。行政・商工会・金融機関・学生が提携し
「人材育成・確保・定着」を目指す取り組みの紹介があり、各市
村共通の課題であることから興味深く学ぶことが多かった。今後
も広域の連携を深め、共通の課題解決に目を向けていきたい。

（北村直樹）

2/17

塩尻市で開催

議 会 活 動 日 誌
1 月

1 水 新年交通安全祈願祭
6 月 新年祝賀会
9 木 議会運営委員会
11 土 消防団出初式
12 日 二十歳のつどい
15 水 第1回臨時会・全員協議会　 3P

17 金 松本地域正副議長談話会　 11P 
第2回空家等対策協議会

20 月 広域施設組合視察（20~21）
22 水 町村議会広報研修会　 10P 

23 木 松本広域連合議会運営委員会
28 火 農業振興地域整備促進協議会
31 金 松塩地区施設組合議会運営委員会

2 月
1 土 差別をなくし人権を擁護する推進協議

会・講演会
3 月 松本広域連合定例会
4 火 松塩筑木曽施設組合議会運営委員会
6 木 東筑摩郡議会議員交流会
7 金 商工会との懇談　 10P 

10 月 総合計画審議会
土地開発公社理事会

12 水 県議長会役員会
13 木 松本地域公共交通会議・協議会
14 金 松塩地区施設組合定例会
15 土 第2回議員と語ろう会　 11P 

議会運営委員会
17 月 鉢盛中学校組合議会

松塩筑木曽施設組合議会定例会
18 火 第2回臨時会・全員協議会　 3P 

19 水 県議長会定期総会
25 火 議会運営委員会
28 金 行政改革推進委員会

総合計画答申
3 月

4 火 3月定例会開会　本会議・全員協議会　 2P 

7 金 常任委員会　 4P 

11 火 本会議　一般質問
14 金 本会議閉会・全員協議会
17 月 土地開発公社理事会
18 火 中信平右岸土地改良区60周年記念式典

小学校卒業式
議会モニター会議

19 水 男女共同参画審議会
環境保全協議会

21 金 朝日村防災会議
森林経営管理制度検討委員会

24 月 あさひ保育園卒園式
25 火 健康村推進協議会

東筑摩郡議長会総会



朝日村議会へご意見をお寄せください

2025

あさひむら議会だより

我がむら
再発見！

12あさひむら議会だより

工場エントランスの自動ドア、一歩足を踏み入れると、甘い香りがふわりと迎えてくれる。
首都圏からの流通の利便性、温度や湿度の影響が少ないなど、適地として朝日村に工場を
新設して 15 年となる今年、工場増設を発表。2027 年 7 月稼働開始を目標に、グミの生
産体制を強化する。

毎年 11 月の創業記念日前後には、村へアメやグミを寄贈し、子どもから大人まで「カン
ロのアメとグミ」は身近なおやつとして親しまれている一方で、工場内には見学通路がなく、
村民が工場見学をする機会がなかった。昨年初めて、朝日小と保育園の子供たちを招き、
グミを作る体験などを試みると、子どもたちの想像を超える反
応に職員は驚き、楽しみ、良い交流ができたとのこと。

増設する工場は新たに 60 名ほどの雇用も生まれそうで、
名実ともに朝日村の顔となる企業の一つとして、今後の発展
に期待したい。
※工場の詳細については、次号の議会だよりで特集予定。

（羽多野　美映）

　
春
で
す
。
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
。
ふ
と
し
た
時
に『
出

会
い
は
偶
然
、
別
れ
は
必
然
』

―
大
学
を
去
る
恩
師
が
学

生
時
代
の
私
た
ち
に
残
し
て

く
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま

す
。
人
や
モ
ノ
と
の
出
会
い

か
ら
多
く
を
学
び
、
そ
れ
が

生
き
る
糧
と
な
り
ま
す
。
た

と
え
別
れ
が
訪
れ
て
も
、
そ

こ
で
得
た
経
験
や
思
い
は
、

い
つ
か
ど
こ
か
で
花
を
咲
か

せ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な

ふ
う
に
人
生
を
歩
ん
で
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
期

一
会
の
出
会
い
を
大
切
に
、

大
い
に
学
び
、
大
い
に
楽
し

み
た
い
―
そ
ん
な
ス
タ
ー
ト

の
季
節
で
す
。（羽

多
野 

美
映
）
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▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

第24弾 「カンロ株式会社 朝日工場｣

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

針
尾
区
長
の
拝
命
を
受
け
一
年
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
西
沢
に
県
営
砂
防
え
ん
堤
事
業
が
決
定
し
、

事
業
が
近
々
始
ま
る
予
定
で
す
。
近
隣
の
方
々
に
は
少
し

で
も
土
砂
災
害
の
心
配
が
な
く
な
り
安
心
で
す
。
ま
た
、

昨
年
鎖
川
上
流
に
、
小
規
模
発
電
施
設
が
予
定
さ
れ
た
時

も
、
水
の
流
れ
が
変
わ
り
水
路
の
水
量
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
心
配
を
し
、
区
の
水
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
区
の
役
割
り
は
、
針
尾
水
路
の
管
理

を
担
っ
て
い
ま
す
。
田
植
え
の
時
期
に
は
、
水
の
調
整
や

砂
利
上
げ
を
し
た
り
、
川
の
草
刈
り
や
清
掃
、
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
へ
の
水
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
年
間
を
通

し
て
中
々
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

針
尾
地
区
の
現
在
の
戸
数
で
は
、
約
1
9
0
戸
、
人
数

で
は
約
5
2
0
人
。

5
年
前
は
、
人
口
約
6
2
0
人
で
減
少
し
て
い
て
、
空

き
家
が
だ
い
ぶ
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
隣
近
所
の
付
き
合
い

や
様
々
な
行
事
、
集
ま
り
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
災
害
な
ど
起
き
た
時
心
配
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
と
区
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

川
と
針
尾
区

針尾区長
清水　司さん

工場長 山本隆さん

工場内で製造されているグミ


